
 つながりがみつかる！つながりがはじまる！ 
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森
は
海
の
恋
人
植
樹
祭 

―
―
―
自
然
の
環
か
ら
人
の
和
を 

六
月
五
日
、
一
関
市
室
根

町
の
「
ひ
こ
ば
え
の
森
」
に

て
、
第
二
十
三
回
森
は
海
の

恋
人
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
の
は
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
森
は
海
の
恋
人
（
気
仙

沼
市
）
と
、
室
根
十
二
区
自

治
会
（
一
関
市
）
で
す
。
三

陸
の
漁
師
た
ち
が
「
い
い
牡

蠣
を
と
る
に
は
き
れ
い
な
海

が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
豊

か
な
森
が
必
要
だ
」
と
森
、

川
、
海
の
生
態
系
の
結
び
つ

き
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

始
め
た
植
樹
活
動
は
、
森
里

海
連
環
学
と
い
う
新
し
い

概
念
の
学
問
を
起
こ
し
、
今

で
は
世
界
モ
デ
ル
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
気

仙 

 

 

 

NPO法人 森は海の恋人は、

『自然の「環」から、人の

「和」を育てよう！』をキ

ャッチフレーズに、環境教

育・森づくり・自然環境保

全の 3分野で活動する特定

非営利活動法人。 

 さまざまな環境問題が深

刻になりつつある現在、科

学技術の進歩にも陰りが見

えつつある中で、自分たち

にできることは、自分自身

のライフスタイルを見つめ

直すことの必要性に視点を

当てている。 

 現代人の普段の生活でほ

とんど省みられることのな

い自然の雄大な循環・繋が

りに焦点を当てた事業を展

開し、森にあって海を、海

にあって森を、そして家庭

にあって生きとし生けるも

のすべての幸せを思える人

材の提供を目指している。 

 

  

仙
沼
市
に
あ
る
同
法
人
の
事

務
所
が
全
壊
し
、
今
年
度
の
植

樹
祭
の
開
催
を
断
念
す
る
こ

と
も
考
え
ま
し
た
が
、
室
根
地

域
の
人
の
励
ま
し
が
き
っ
か

け
で
、
今
年
も
木
を
植
え
る
事

を
決
め
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
復
興
を
祈
念
し
て
の
植

樹
祭
で
す
。 

 

室
根
十
二
区
の
自
治
会
長

の
三
浦
幹
夫
さ
ん
は
、
植
樹
祭

を
行
う
際
の
地
域
の
様
子
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
り
ま

す
。
「
植
樹
祭
を
す
る
た
め
に

は
、
い
ろ
ん
な
下
準
備
が
必
要

で
す
が
、
誰
も
不
平
を
言
わ
ず

に
自
ら
動
い
て
く
れ
る
。
こ
の

住
民
意
識
が
一
番
の
宝
で
す
。

だ
か
ら
、
今
回
の
震
災
が
あ
っ

た
か
ら
植
樹
祭
を
中
止
す
る

な
ん
て
、
十
二
区
の
住
民
誰
一

人
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
自
分

た
ち
が
率
先
し
て
や
ら
ね
ば

と
、
自 

と
、
自
然
の
流
れ
で
開
催
す
る

事
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。」 

そ
ん
な
三
浦
さ
ん
が
「
海
よ

甦
れ
！
森
は
海
の
永
遠
の
恋

人 

信
じ
よ
う
！
集
う
仲
間

の
心
と
海
に
ひ
こ
ば
え
を
…
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

復
興
を
祈
念
し
た
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
け
ら
れ
、
各
方
面
か
ら
集
ま

っ
た
千
二
百
人
の
参
加
者
が

復
興
の
願
い
を
込
め
て
植
樹

し
ま
し
た
。 

例
年
、
山
の
恵
み
で
育
っ
た

海
の
幸
が
揃
う
の
で
す
が
、
今

回
は
、
津
波
で
流
さ
れ
あ
り
ま

せ
ん
。
十
二
区
の
幸
で
お
も
て

な
し
を
と
、
十
二
区
の
住
民
が

山
の
幸
を
準
備
し
、
沿
岸
地
域

へ
エ
ー
ル
を
送
り
、
畠
山
さ
ん

は
、
「
来
年
は
、
必
ず
海
の
幸

を
持
っ
て
く
る
」
と
約
束
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

 

特定非営利活動法人 

森は海の恋人 

震
災
の
復
興
と
豊
か
な
海

の
再
生
へ
の
強
い
願
い
、
森
と

川
と
海
と
の
つ
な
が
り
は
、
そ

こ
で
生
活
す
る
人
々
の
つ
な

が
り
も
支
え
て
い
ま
す
。 

 

復興を記念したイベントも行われました 



 

  

ホタル観察会／カッパの大冒険／地球のステージ／ふるさと親子教室 

しょうがい者乗馬会／そろばん学習会／ふるさと学習院／焼き物教室 

創作指導会／自然学習会 

佐藤望 藤野幸伸 加藤通摩佐 

 

 

 

ＣＡＮＰＡＮブログ 

はじめました 

 

様々な情報の発信を

続け、市内の市民活

動団体の活動をサポ

ートしていきます。 



 

 

いちのせき子育てネット 代表 岩渕豊子さん 

川崎まちづくり協議会／インアーチ全体会を開催／陸前高田市の災害

復興支援／いちのせき市民活動センター千厩サテライトを開設します 

 

 

ＮＰＯ法人森は海の恋人 & 室根町第 12 区自治会の共同開催 

 

森は海の恋人植樹祭 2 

center-i 

いちのせき 

市民活動センター 

「ひとりの困った」を

「みんなの困った」に! 

地域住民は何を必要と

しているのか、何をし

たいのか、地域の課題

は何か。自分たちがで

きることは何かを一緒

に考えます。 

９月に合併をする

藤沢町を含めた「８

つの地域」が創る１

つのひろば「スクエ

ア」を象徴的に表し

ています。 

ロゴマーク 

もくじ 
いちのせき市民活動センター 
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いちのせき市民活動センターニュースレターidea は、市

民活動がアイデアを持って NPO と行政や企業。市民と

の出会いの機会を創りだすことを目的とした情報誌で

す。センター情報をはじめ管内の市民活動団体情報や

行政情報をお届けします。 

7月の表紙 

予選リーグ 1勝1分１敗で決勝T進出はなりません

でしたが、９月に開幕する東北２部北リーグ優勝目

指して、頑張ります。 

 



  

  

お
母
さ
ん
が
「
孤
育

こ

い

く

」
に
な
ら

な
い
よ
う
に
―
― 

 

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
孤

立
し
な
い
よ
う
に
、
母
子
を
支

え
て
い
く
事
が
お
や
こ
広
場
の

目
的
。「
ス
タ
ッ
フ
や
広
場
に
来

て
い
る
お
母
さ
ん
達
と
話
し
を

す
る
こ
と
で
、
育
児
へ
の
不
安

や
孤
独
感
の
解
消
に
繋
が
れ

ば
」
と
代
表
の
岩
渕
さ
ん
は
話

し
ま
す
。 

NPO

法
人
い
ち
の
せ
き
子
育

て
ネ
ッ
ト
（
通
称
「
お
や
こ
広

場
」）
は
平
成
二
十
年
に
法
人
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
前
身

で
あ
る
一
関
地
域
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
『
虹
』
は
、
子
育
て

支
援
団
体
「
ゆ
ず
り
は
」
と
「
子

育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
・
わ
・

わ
」
が
県
の
援
助
を
受
け
協
力

し
て
設
立
し
た
も
の
で
す
。 

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
保

護
者
の
力
に
な
り
た
い
、
と
い

う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
そ

う
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
受
講
し
て
得
た
知
識
を

活
か
し
、
現
在
の
前
身
と
な
る

子
育
て
支
援
団
体
を
設
立
。 

 

す
る
の
は
あ
く
ま
で
も  

子
育
て
す
る
保
護
者
の
支
援 

 

「
う
ち
だ
け
じ
ゃ
な
い

ん
だ
よ
、
み
ん
な
が
そ
う
い

う
想
い
を
し
て
子
育
て
し

て
る
ん
だ
よ
。
同
志
が
い
る

ん
だ
と
い
う
思
い
が
あ
れ

ば
、
気
が
軽
く
な
る
。
そ
う

い
う
場
所
の
提
供
を
し
た

か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。 

お
母
さ
ん
同
士
で
話
せ

な
い
人
は
ス
タ
ッ
フ
と
話

し
を
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
が

気
の
合
い
そ
う
な
お
母
さ

ん
同
士
を
紹
介
し
た
り
す

る
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
、
お

や
こ
広
場
は
お
母
さ
ん
と

お
母
さ
ん
の
仲
人
の
よ
う

な
存
在
で
す
。 

お
母
さ
ん
が
ほ
っ
と
す

る
時
間
を
作
っ
て
、
そ
の

後
、
子
供
へ
笑
顔
を
向
け
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
ス
ト
レ

ス
を
減
ら
し
て
、
子
供
と
い

ら
れ
る
時
間
と
空
間
つ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。 



同志がいるんだという思いがあれば、気が軽くなる。 

―――そういう場所の提供をしたかった。 

虹

 

い
ち
の
せ
き
子
育
て
ネ
ッ
ト 

―
―
―
「
お
や
こ
ひ
ろ
ば
」
を
主
催 
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団体 
紹介 

親子広場を利用する子どもと保護者のみなさん 



 

 

  

  

千厩サテライト

を開設します 
 
 いちのせき市民活動セ
ンターは、これまで大町
を拠点として活動してき
ましたが、一関市の地域
づくり、市民活動の活性
化を推進するために、千
厩サテライトを開設しま
す。 
 
個人の尊厳と地域力の向上 
 
「ひとりの困った」を「み
んなの困った」に！地域
住民は何を必要としてい
るのか、何をしたいのか、
地域の課題は何か。自分
たちができることは何か
を一緒に考えます。 
 
 自治会組織や NPO団体、
公民館活動など、これか
ら活動を始める人、既に
活動をしている人に対し
て、市民活動や地域づく
りの相談対応・情報収
集・発信を継続的に行い
ます。 
 「新たな公共」の担い
手として、市民活動団体
が地域の人たちと協働し
て活動する地域基盤を創
出できるように、今後の
市民活動支援事業に、よ
りいっそう力を入れてい
きます。 
 

センターのやってること 

いちのせき市民活動センターとしての復興支援 

つなぐ支援の在り方を考える 

 東日本大震災により被災した陸前高田市へ、3 月末から避
難所を訪問し、被害状況や避難所のニーズ把握など、地域
の声を聞く支援活動を行ってきました。今回は、広田半島
長洞地域への支援をお知らせします。長洞地域は、60 世帯
の小さな部落です。そのうち 24 世帯が被災しました。地域
の拠点となる公民館が、真っ先に津波に流され避難所を失
い、被災した方たちを、地域のみんなで受け入れて避難生
活を送っていました。地域の拠点が無いと、会議など地域
の集まりは、全て会長のお宅が中心となります。そんな時 

 

 

に、仮設プレハブを提供してもいいというオムネスグループ様（本社：山形県、岩手前沢事業所：東北
CIC 研究所）からのご提案をいただき、長洞仮設公民館として活用することになりました。様々なニー
ズの中、支援したい者と本当に必要な支援を求めている地域のつなぎ役として関わることができました。
（6/24 完成引き渡し） 
 
 

 

川崎住民みんなで 

 まちづくりのビジョンを共有する 

 川崎まちづくり協議会は、
川崎に住む人たちが自分た
ちの地域課題や将来の姿を
考え、みんなで地域づくりを
する機運を高めるために、３
月に設立総会を開催し発足
しました。 
一関市の協働推進アクシ

ョンプランも完成し、今年度
か 

 

から積極的な協働の取り組みが始まっていくところですが、地
域協働の仕組みである、地域協働体としての市内最初の取り組
みになります。川崎まちづくり協議会の特徴は、議会制を採用
し、代表は議長となります。役員は議員となり、会員さんをは
じめ地域住民の声を拾いながら、地域づくりの「和」「輪」を
広げます。住民の地域づくり宣言をするための話し合いが、こ
れから始まります。 
 
 
５月２６日（木）に第一回川崎まちづくり協議会が川崎公民館
で行われました。 
この会は、住民自らが地域課題を考えて行動することにより、
川崎地域のまちづくりに取り組むことを目的として活動して
います。初回ということで今回の議題は、会計 

 

 

 

市民活動の情報を共有するために 

 今年も一ノ関駅東口で市民フェスタを開催 

一関の市民活動ネットワ
ーク“インアーチ”の本年度
最初の会議を行いました。3
月の震災後、各団体が沿岸地
域の支援活動をしたり、市内
での活動を行ったりと、それ
ぞれ忙しく動き、スタートが
遅くなりましたが、2011 年 

 

のインアーチの活動のキックオフです。今回は、13 団体（関
係団体含め）から 25 名の参加でした。年度の始まりというこ
とで、今回の議題は、平成 22 年度事業報告、平成 23 年度事
業計画です。昨年度の事業報告を踏まえ、反省や課題を述べ、
振り返りをして、今年度の事業に反映させることとしました。 
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森は海の恋人植樹祭にて 

ココロノトモシビ 

一関キャンドルナイト 2011・
100 万人のキャンドルナイト「コ
コロノトモシビ」は、一関市孤禅
寺の「あいぽーと」で開催されま
した。東日本大震災から 100 日の
この日、今回の企画に賛同したあ
いぽーとを会場に、防災センター
である「あいぽーと」の事務局と、
主催は「一関世代に架ける橋（代
表・橋本真由美さん）」。 

3 月 11 日の「東日本大震災」を
経験し、被災者でもある自分たち
にできる事をという声から、被災
した方々のご冥福をお祈りし、救
護活動を行う方への感謝の気持ち
を込め、会場では募金活動も行い、
手造りエコキャンドルをプレゼン
ト。実行委員長の柴田さんは「少
しでも被災された方々のお役にた
てれば…」と語ります。 
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復興メッセージ 
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ひとりの呼びかけで 

 集まった復興の想い 

募金活動で復興支援 

3 月 11 日の東日本大震災を体験
したことをきっかけに、高校生たち
の自主的なまちづくり活動を行う
「いちのせきＵＣ」は、メンバーを
はじめ有志を募り 4 月 3 日、イオン
スーパーセンター一関店で、復興支
援のための募金活動を行い、集まっ
た義援金は、わずか 2 時間の募金活
動でしたが、17 万 5567 円の義援金
が集まり、今回の震災が人ごとでは
なく、みんなの困ったとして人々の
記憶に残っていることを感じまし
た。 

子どもたちに学校が再開するま
での間、普段と変わりない生活をさ
せようと地域の人たちが自分たち
で運営する長洞元気学校へ、4 月 13

日に直接届けました。今回のことを
きっかけに、夏休みには、交流会を
企画したいと考えています。 

 

 花泉の新鮮な野菜で 

 沿岸地域に元気をお届け 

沿岸地域へ野菜を提供 

 老松活性化同志会では、4 月 25
日から、継続的に、いちのせき市
民活動センターが週に一度、東日
本大震災で被害を受けた沿岸地域
に行く際に、それに合わせて、一
関市花泉町で採れた新鮮な野菜を
届け、想いを繋いでいます。 
 肉、魚、野菜、卵、牛乳などの
生鮮食品は保存が難しく、支援物
資として不足しています。炭水化
物中心の食事による栄養バランス
の偏りが問題となっています。支
援物資では手に入りづらい新鮮な
野菜は、食生活を支援するだけで
なく、避難所や仮設住宅で生活を
する方々に元気をお届けする、素
敵な活動です。野菜をお届けした
ときには、地域の特色を生かした
食材が非常に喜ばれます。野菜を
頂きありがとうございます。 

 





今年度から、いちのせき

市民活動センター職員

になりました、加藤通摩

佐と申します。何もかも

が、新しく経験する事ば

かりですが、皆さんのお

役に立てる様に勉強し

ていきたいと思います。

人と人とを繋ぎ、皆の笑

顔が出せる、そんな活動

をしたいです。（加藤） 
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民
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今年度から、いちのせき

市民活動センターの職

員になりました、佐藤望

です。仕事は初めて経験

することの連続で、日々

勉強と反省の繰り返し

です。社会人として必要

な教養を身につけ、地域

で必要とされているこ

との理解を第一として、

がんばります。どうぞよ

ろしくお願いいたしま

す。（佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度から、いちのせ

き市民活動センターの

職員になりました、佐藤

望です。市音は初めて経

験することの連続で、

日々勉強と反省の繰り

返しです。社会人として

必要な教養を身につけ、

今年度から、いちのせき

市民活動センター職員

になりました藤野幸信

と申します。地域におい

て、活き活きと暮らす為

の舞台として、安心・安

全な生活、そして美しい

景観、楽しい文化・教育

の実現を目指し、地域住

民の方々のお話を傾聴

し、課題を一つ一つ解決

し、生活満足度の向上を

お手伝いできたらと考

えております。（藤野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフ 

 

佐藤望 加藤通摩佐 

 

 

藤野幸伸 
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